
水と水循環を考えよう

私たちが普段接する水は、水の大循環により海・空を通り陸にもたらされ
ています。水は恵みであり、災いであり、生活のバックグラウンドでもあ
ります。しかしながら、日本では水は豊富な資源ですが、世界的に見れば
その様相は異なります。私たちは水そのものや、その動きを知らずに、考
えずに生きているのではないでしょうか。本サイエンスカフェでは、自然
の中の水とその動きを中心に、

・広い宇宙の中で水はいつどのように生成したのか？なぜ地球
に大量にあるのか？

・水の三変化と水循環：水はどのように変化（相変化）するか？
水素と酸素に種類がある？水循環のメカニズム、陸地
（山、平野、森林、都市など）での動きについて。

・水循環と災害：将来、水循環の変動は大きくなるのか？
豪雨の時に水はどのように動いているか？地下の世界を覗い
てみよう。洪水予測の方法、豪雨・洪水の知られざる役割とは？

・氷河期や温暖化と水：過去に氷河期が繰り返しあった？
どのような状態になった？水が果たした役割は？
温暖化との関係、将来どうなるか？

の、４つのテーマについて紹介し、ご一緒に考えたいと思います。

参加費無料
定員30名
事前申込制

2019年11月22日（金）19:00～20:30（18:30開場）
会場：文部科学省情報ひろばラウンジ

銀座線「虎ノ門駅」11番出口直結
千代田線「霞ヶ関駅」A13番出口徒歩5分

ゲスト：登坂博行（東京大学名誉教授／
（株）地圏環境テクノロジー代表取締役会長）

コーディネーター：高橋桂子（国立研究開発法
人海洋研究開発機構地球情報基盤センター長／
日本学術会議会員（幹事、第3部）

主催：日本学術会議 共催：「水」大循環をベースとした持続的な「水・人間環境」構築拠点（COI-S）



登坂博行（東京大学名誉教授／
（株）地圏環境テクノロジー代表取締役会長）

1950年北海道に生まれる。1975年東京大学工学部資源開発工
学科卒業。1977年東京大学工学系大学院資源開発工学科修士
課程修了。1977‐86年日本オイルエンジニアリング株式会社
勤務。1986年東京大学大学院工学系研究科講師。その後、東
京大学大学院工学系研究科助教授（工学博士）、教授を歴任。
2016年より東京大学名誉教授。2000年より大学発ベンチャー
の株式会社地圏環境テクノロジー代表取締役会長。

高橋桂子（国立研究開発法人海洋研究開発機構地球情報基
盤センター長／日本学術会議会員（幹事、第3部））

東京工業大学総合理工学研究科システム科学専攻博士後期
課程修了、工学博士。2014年より国立研究開発法人海洋研
究開発機構地球情報基盤センター長。超大規模シミュレー
ションと高速計算技術開発、大気/海洋現象の予測研究に従
事。日本学術会議会員。

申込方法
右記のフォーマットで、
事前にメールでお申込
ください。定員になり
次第、締め切りとさせ
ていただきます。

Email

[宛先] sciencecafe-j@ifys.jp
[件名] 11/22サイエンスカフェ参加申込み

氏名：
所属：

講師に聞きたいこと：
（ありましたらお書きください）
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